
（単位　千円）

平成30年度 9月補正予算(案)の概要

太 陽 光 発 電 事 業
特 別 会 計

107,062

 一般会計

 企業会計

  合　計

10,746 8,997,089

国 民 健 康 保 険 事 業
特別会計（直診勘 定）

88,933 7,054 95,987

国 民 健 康 保 険 事 業
特別会計（事業勘 定）

8,986,343

後 期 高 齢 者 医療 事業
特 別 会 計

1,185,827 29,510 1,215,337

113,309

介護保険事業特別会計 9,272,687 276,702 9,549,389

27,079 280,757診 療 所 事 業 特別 会計 253,678

11,236,787

霊 苑 事 業 特 別 会 計 10,619 26,858 37,477

小　　　計 19,907,364 384,196 20,291,560

6,247

―

小　　　計 15,293,766

― 11,236,787

管理会財産区特別会計 2,215 ― 2,215

下 水 道 事 業 会 計
（ 支 出 分 ）

149,231

合　　　　　計

企
 

業
 

会
 

計

特
　
 

別
 
　
会
 
　
計

水 道 事 業 会 計
（ 支 出 分 ）

3,907,748 8,226

8,226

農業共済事業特別会計
（ 支 出 分 ）

149,231

補正後予算額

一　　 般　　 会　　 計 （第5号） 45,747,816 1,186,117 46,933,933

80,948,946 1,578,539 82,527,485

3,915,974

15,301,992

 特別会計

   11億8,611万7,000円

　 3億8,419万6,000円

822万6,000円

　 15億7,853万9,000円

会　　計　　区　　分 現計予算額 補　正　額
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新規 

１ 

№1 事業名 危険ブロック塀対策 
補 正 

予算額 
44,266 千円 

 

１ 事業目的、趣旨等 

 大阪北部地震において問題となった危険コンクリートブロック塀等について、調査を

行ったところ危険箇所が発見された。 

 特に危険な箇所については、７月４日に専決処分を行って撤去及びフェンス設置等を

行い、その他撤去等が必要なものについても対応する。 

 

２ 事業概要 

⑴ 専決予算分 

区分 予算額 施設名 摘要 

教育施設 8,279 

豊岡小学校 フェンス設置 

五荘小学校 モニュメント撤去 

八代小学校 塀撤去、フェンス設置 

豊岡ひかり幼稚園 塀撤去、フェンス設置 

教育施設以外 4,584 

出石隣保館 塀撤去 

鴻の湯駐車場 塀撤去、仮囲い 

鳥居住宅 控壁設置補強 

正法寺団地公園 控壁設置補強 

木屋町小路 塀撤去、フェンス設置 

木屋町駐車場 塀撤去、フェンス設置 

合計 12,863   

  ※豊岡小学校の塀撤去は、現計予算で対応済み 

 

⑵ ９月補正（第５号）分 

区分 予算額 施設名 摘要 

教育施設 

4,448 
府中小学校 塀撤去、フェンス設置 

資母小学校 塀撤去、フェンス設置 

2,623 

小学校：22 校 
中学校：7 校 
幼稚園：1 園 
認定こども園：1 園 

ブロック塀等調査業務 
（文部科学省が示す実施要領
によるもの） 

教育施設以外 24,332 

豊岡作業所 塀撤去 

まちなか交流館 万年塀撤去、フェンス設置 

城崎駅通り公園 塀撤去、法適合のコンクリート
ブロック塀設置 

デジタル無線港基地局 塀撤去、フェンス設置 

鴻の湯駐車場 フェンス設置 

出石庁舎駐車場 塀撤去、控壁設置補強 

合計 31,403   

 

⑶ 全体事業費 

  ア 専決補正（第２号）分  12,863千円 

  イ ９月補正（第５号）分  31,403千円 

  ウ 合 計         44,266千円 

担当課名【財政課】（内線2051） 



継続 
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№2 事業名 
植村直己冒険館機能強化改修 

運営事業 

補 正 

予算額 

1,418,889  

債務負担行為 

（平成31年度～48年度） 

千円 

 

 

 

１ 事業目的、趣旨等 

植村直己冒険館は、平成６年の開館から 20 年以上が経過し、施設の経年劣化対策や植

村直己の精神を伝える展示のマンネリ化、冒険学習の拠点の実現を図ることが課題とな

っている。そこで、当施設の今後の進むべき方向性を見出すため、平成 29 年 2 月に植村

直己冒険館機能強化基本構想を策定した。昨年度、この構想を協働で実現するためのパ

ートナー導入の可能性を調査した結果、民間事業者の参画が見込めることからＰＦＩ事

業として進めている。 

⑴ 施設を改修し、氏の冒険がもつ普遍的な価値や今日的意義を表現する展示を実現す

る。 

⑵ 館の活動領域を地域に広げ、特に子どもたちに、植村直己のスピリットを受け継ぐ

「生きぬく力」を育む遊びや体験プログラムを提供する施設にする。 

⑶ 民間事業者の創意工夫、技術的能力及び経営能力を活用し、来館者等の増員を図り、

安定的かつ継続的な運営を実現する。 

 

２ 事業概要 

⑴ 事業方式 ＰＦＩ（プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）方式 

※ＰＦＩとは、公共施設等の設計、建設及び運営、維持管理について民間に包括発注し、民

間の資金とノウハウを活用して、公共サービスの提供を民間主導で行うこと。 

 

⑵ 事業内容 

 ア 冒険館事業（ＲＯ（Rehabilitate Operate）方式） 

   選定事業者が冒険館の設計、改修及び展示の更新を行った後、市に所有権を移転

し、事業期間中、冒険館の運営・維持管理を行う。 

 イ 冒険館機能強化事業（ＢＴＯ（Build Transfer Operate）方式） 

選定事業者が自らの提案に基づき、冒険館の機能強化に資する冒険館機能強化施

設の整備及び運営を行う冒険館機能強化事業を行う。機能強化施設については、選

定事業者が施設の設計・建設を行った後、市に所有権を移転し、事業期間中、機能

強化施設の運営・維持管理を行う。 

  ウ 自由提案事業（附帯事業） 

選定事業者は、独立採算により自由提案事業（附帯事業）を実施することができる。

自由提案事業（附帯事業）として物販運営業務やカフェテラス、冒険図書コーナー等を

想定している。 

 

⑶ 事業期間 平成31年9月から平成49年3月まで（予定） 

 

⑷ 事業主体 豊岡市 

 

 



継続 

3 

⑸ 今後のスケジュール 

平成 30 年度 特定事業の選定の公表、選定委員会の設置（10 月）、募集要項等の公

表（11 月） 

  平成 31 年度 民間事業者の選定（6 月）、事業契約の締結（9 月） 

  平成 31 年度～33 年度 施設改修等 

  平成 32 年度 指定管理者の指定議案の上程（12 月） 

  平成 33 年度 施設供用開始（9 月予定） 

 

⑹ 全体事業費 

   ＰＦＩ事業の債務負担行為     1,418,889 千円（平成 31 年度～48 年度） 

ア 選定事業者が行う冒険館及び機能強化施設の設計、改修、建設費等に係る対価に

対する支払い、展示リニューアル費に係る対価に対する支払い  725,260 千円 

イ 指定管理料（15 年 7 か月分）                 693,629 千円 

 

３ その他参考事項 

⑴ 対象施設及び事業用地の概要 

事業用地は、「冒険館」及び植村直己記念スポーツ公園のうち「ちびっこ広場」で構

成。 

   

 

 

 

 

 

担当課名【生涯学習課】（内線2741） 



新規 
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№3 事業名 
公共施設への障害者に優しい備

品整備事業 

補 正 

予算額 
720 千円 

 

１ 事業目的、趣旨等 

 平成28年４月に施行された「障害者差別解消法」では、障害のある方から何らかの配

慮を求められた場合、負担にならない範囲で合理的に配慮することを行政機関及び民間

事業者に求めている。 

 市では啓発用パンフレットを作成・配布し、平成28年10月に「職員対応要領」の制定、

施行当初から平成29年にかけて職員研修を実施してきた。 

 平成30年４月には庁舎内における合理的配慮の提供事例を集約したが、集約の結果、

備品が統一されていないことが判明したため、障害のある方への配慮として全庁的に必

要な備品を整備する。 

 

 

２ 事業概要 

⑴ 内  容 

 ア 窓口用筆談ボード（磁気ボード） 

 聴覚に障害のある方や、加齢で聴力が低下した方等が来庁された際に、筆談によ

り正確な窓口対応を行うため、庁舎内や各振興局、市民会館、図書館、文化財室、

消防本部及び各コミュニティセンター等に86台を設置する。 

  イ 車いす 

 庁舎内や各振興局、市民会館、植村直己冒険館、コウノトリ文化館及び日本・モ

ンゴル民族博物館に8台を新設または増設する。 

  ウ 電話手話通訳用ヘッドセット 

 聴覚に障害のある方に対して円滑な窓口対応を行うため、社会福祉課に1台設置す

る。 

 

⑵ 事業期間 

   平成30年10月～平成30年11月 

 

⑶ 事業主体 

   豊岡市 

 

⑷ 今後のスケジュール 

   平成30年10月  業者へ見積り依頼 

平成30年11月  各部署や関連施設等に備品を配布 

 

⑸ 全体事業費（補助率・負担率等） 

   720千円 

 

担当課名【社会福祉課】（内線3001） 

  

《ヘッドセット》 



拡大 
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№4 事業名 ふるさと納税の推進 
補 正 

予算額 
12,476 千円 

 

１ 事業目的、趣旨等 

  現状の2つのWeb寄付窓口「JTBふるさとチョイス」「楽天ふるさと納税」に、本年11月

から「KDDIふるさと納税」を追加し、窓口拡大により新たな寄付者を増やすことで寄付

金額の増加に繋げる。併せて、市内事業者にも協力を依頼し、返礼品の充実を図る。 

 

２ 事業概要 

⑴ 内  容 

  ア 寄付窓口の追加  

KDDIふるさと納税（H30.11～） H30年度寄付目標額：30,000千円 

   【H30年度コウノトリ豊岡寄付金予算額】             （単位：千円） 

区 分 

当初予算 9月補正予算 

合 計 JTBふるさとチョイ

ス、楽天ふるさと納税 
KDDIふるさと納税 

コウノトリ豊岡寄付金 200,000 30,000 230,000 

  イ 返礼品の充実 

   (ｱ)市内事業者に協力を依頼し、返礼品数を増やす 

     〔現状〕224品 ⇒ 〔目標〕300品以上 

   (ｲ)返礼品写真の魅力向上 

     WEB サイト及びカタログ等に掲載する返礼品写真について、プロのカメラマンに

依頼し、魅力ある写真を掲載する。 

（例）食品：商品＋料理写真、鞄：正面・背面・内装の 3 カットなど 

     ※返礼品を取り扱う（一財）但馬地域地場産業振興センターが実施      

 

⑵ 今後のスケジュール 

   平成30年11月 KDDIふるさと納税を追加 

 

３ その他参考事項 

  コウノトリ豊岡寄付金の推移                  （単位：千円） 

H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度目標 

87,542 342,123 229,043 193,655 230,000 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名【環境経済課】（内線2301） 



新規 
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№5 事業名 高度ＩＴ起業家等集積支援事業 
補 正 

予算額 
3,800 千円 

 

１ 事業目的、趣旨等 

  若い女性が働きたい職場を増やすため、兵庫県と協調し、ＩＴカリスマによる事業所

開設に補助金を交付し、ＩＴ人材の育成等を推進する。 

 

２ 事業概要 

⑴ 内  容 

   ＩＴカリスマによる事業所開設の支援として、県が兵庫高度ＩＴ起業家等集積支援

事業補助金の交付を決定した場合に対象事業者への随伴補助を行う。 

  ア 補助率：1/4以内（県の補助金と合わせた補助率は1/2以内） 

        ※人件費は定額補助 

  イ 対象経費：賃借料、通信回線使用料、人件費、建物改修費、事務機器取得費 

  ウ 対象者：市内において、新たにＩＴ関連の事業所を開設する事業者で、次の要件

を満たすもの。 

(ｱ) 国内外で顕著な業務経験、事業実績等を有する者 

(ｲ) ３年以上の事業計画及びＩＴ関連の高度技術を有する起業家等の誘

致戦略を有する者 

(ｳ) 企業内で役員等の指導的立場にある者 

⑵ 事業期間（予定） 

   平成30年10月～平成33年9月（36か月間） 

⑶ 事業主体 

   兵庫県、豊岡市 

⑷ 今後のスケジュール 

   平成30年 9月 事業計画書提出、審査、認定 

       10月 補助金交付申請、決定、事業着手 

⑸ 全体事業費 

    H30 H31 H32 H33 合計 

補助金 
3,800 

(7,600) 

5,600 

(11,200) 

5,600 

(11,200) 

2,800 

(5,600) 

17,800 

(35,600) 

   ※( )内の金額は兵庫県と豊岡市の補助金を合計した金額 ※単位：千円 

 

３ その他参考事項 

  兵庫高度ＩＴ起業家等集積支援事業（ＩＴカリスマによる事業所開設支援）は、県が

本年6月に事業者の公募を開始している。 

 

 

担当課名【環境経済課】（内線2313） 
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№6 事業名 専門職大学誘致事業 
補 正 

予算額 
525,700 千円 

 

１ 事業目的、趣旨等 

本市の地方創生戦略を進める中、10代の人口減少対策及び地域の魅力向上による20代以上

のＵＩターン対策の戦略的プロジェクトとして、高等教育機関である4年制の「専門職大学」

の誘致を促進する。 

 

２ 事業概要 

⑴ 内  容 

平成 33 年（2021 年）開学目途の専門職大学の本市への誘致を促進するため、大学用地

の取得を行う。 

5 月 9 日開催の第 1 回の但馬地域専門職大学設立準備委員会（以下、「設立準備委員会」

という。）から本市に対し、建設適地の選定依頼を受けた。このため、設立準備委員会か

ら示された大学用地の条件に基づき、建設適地として提案した結果、7 月 20 日開催の第 2

回の設立準備委員会において建設適地として承認された。 

用地取得費については、鑑定評価額に基づく。 

【取得する大学用地の概要】 

１ 所 在 地  豊岡市山王町 17 番 10（旧さとう豊岡店跡地） 

２ 敷地面積  10,365.48 ㎡（実測） 

３ 地    目  宅地 

４ 所 有 者  株式会社さとう 

 

⑵ 事業期間 

   平成30年度 

 

⑶ 事業主体 

   豊岡市 

 

⑷ 今後のスケジュール 

   9月補正予算の議決後、土地売買に係る仮契約を締結し、12月議会の土地取得議決を

経て、本契約の締結により土地取得を行う。 

 

⑸ 全体事業費（補助率・負担率等） 

525,700 千円 

内：土地取得費   525,500 千円 

     印紙代           200千円 

 

 

 

担当課名【大交流課】（内線 2321） 
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№7 事業名 WEB広告運用業務 
補 正 

予算額 
1,284 千円 

 

１ 事業目的、趣旨等 

 欧米豪・シンガポールを中心としたターゲット市場に対し、WEB上での広告配信を行う

ことで、本市の外国語版WEBサイト「Visit Kinosaki」への誘導を図り、本市の認知度・

興味度を高める。 

 加えて、需要の喚起を促し、顧客の獲得を図ることで、目標である2020年の延べ宿泊

客数10万人泊を目指す。 

 

２ 事業概要 

⑴ 内  容 

 これまでGoogleが非営利団体向けに提供する無料広告助成金制度を活用し、本市の

外国語版WEBサイト「Visit Kinosaki」へのサイト流入の促進を図ってきたが、Google

の広告ポリシー変更により、本年5月から同制度を活用することができなくなり、サイ

ト流入者数が減少している状況にある。 

 しかしながら、本市の外国人宿泊者数と同サイトへの流入ユニークユーザー数には

相関関係があること、また、同サイトは城崎温泉の認知度拡大に貢献していることか

ら、引き続きWEB広告を配信し、同サイトの認知度拡大と誘客促進を図る。 

 

⑵ 事業期間 

   平成30年度 

 

⑶ 事業主体 

   豊岡市（一般社団法人豊岡観光イノベーションに業務委託） 

 

⑷ 全体事業費（補助率・負担率等） 

   業務委託料 1,284千円 

         うち広告費             1,167千円 

           キャンペーン選定費、運用費等   117千円 
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№8 事業名 
訪日外国人向け体験プログラム

強化事業 

補 正 

予算額 
2,983 千円 

 

１ 事業目的、趣旨等 

 ラグビーワールドカップ2019日本大会（2019.9.20-11.2）を見据え、ターゲット市場

である欧米豪からの訪日外国人の延泊化を図るため、楽天グループで業界最大手の体験

プログラム予約サイトを運営する㈱Voyagin（ボヤジン）と連携し、体験型商品の造成や

販売促進、及び予約者情報などのデータ分析を行う。 

 

２ 事業概要 

⑴ 内  容 

  ア 商品造成 

   (ｱ) 4種類の体験プログラムを造成し、㈱Voyaginのサイトで販売 

   (ｲ) ㈱Voyaginのサイト内に特集ページを作成 

  イ 販売促進 

   (ｱ) 特集ページのWEB広告 

   (ｲ) 訪日予定者へのメールマガジン配信 

  ウ データ分析 

   (ｱ) 4種類の体験プログラムの予約者情報、アクセス情報などに関するデータ分析 

   (ｲ) 訪日外国人の趣味、嗜好に関するデータ享受 

⑵ 事業期間 

  平成30年度 

⑶ 事業主体 

  豊岡市（一般社団法人豊岡観光イノベーションに業務委託） 

⑷ 全体事業費（補助率・負担率等） 

  業務委託料 2,983千円 

 

３ その他参考事項 

 ⑴ 株式会社Voyaginについて 

ア 多様な体験プログラムを訪日外国人向けに販売するサイトを運営する業界最大手

の事業者で、欧米豪のFIT（個人手配の海外旅行）を主に圧倒的顧客数を有する。 

イ 顧客全体の75％を欧米豪が占め、うち欧州は約20％を占める。 

ウ サイト利用者は、2015年は13万人、2017年は約50万人で、2018年には60万人を見

込む。 

エ 英語、フランス語に対応している。 

 ⑵ ラグビーワールドカップ2019日本大会について 

  ア 出場国を中心に期間中40万人の訪日が見込まれている。 

  イ 競技の性格上、試合間隔が長いため長期滞在と周遊が見込まれる。 

  ウ 関西エリアでは、東大阪市と神戸市で計８試合が開催される予定である。 

 

担当課名【大交流課】（内線2321） 
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№9 事業名 

「豊岡市における幼児教育・保育

及び放課後児童のあり方計画」の

策定 

補 正 

予算額 
6,385 千円 

 

１ 事業目的、趣旨等 

 ⑴ 保育ニーズの高まりに伴い待機児童が増加傾向にある中、平成31年10月から実施予

定の幼児教育無償化により、さらなる待機児童の増加が懸念される。 

 ⑵ また、就学前の保育ニーズだけでなく、放課後児童クラブについてもニーズは年々

高まってきている。 

 ⑶ 一方で、①能力開発、身体育成、人格形成等にとって重要な時期である乳幼児期の

教育・保育の重要性、②次世代育成の観点から、小学生が放課後等において多様な体

験・活動を行うことができる環境づくりの重要性の認識の高まりなど、保育サービス

に求められる役割も大きく変化してきている。 

 ⑷ これらのことを踏まえ、将来の児童数の推移にも着目しながら、保育ニーズに対応

した量の確保と、豊岡の子どもたちがより豊かに育っていけるための教育・保育のさ

らなる質の向上を目指し、「豊岡市における幼児教育・保育及び放課後児童のあり方計

画」を策定することとした。 

 

２ 事業概要 

⑴ 内  容 

  ア 就学前施設・放課後児童クラブの現状・課題把握、将来ニーズ推計(Ｈ31～50年度) 

イ 幼児教育・保育及び放課後児童のあり方計画の策定 

⑵ 事業期間 

   計画策定期間 平成30年度～平成31年度 

⑶ 事業主体 

   豊岡市 

⑷ 今後のスケジュール（予定） 

平成30年10月～平成30年11月  公募型プロポーザルにより受託者選定 

平成30年11月～平成32年３月  計画素案策定、関係機関協議、住民説明会等 

平成32年３月         計画策定 

⑸ 全体事業費 

   計画策定業務委託料 17,249千円 【内訳】Ｈ30年度 6,385千円 

                       Ｈ31年度 10,864千円(債務負担行為) 

 

３ その他参考事項（関連事業） 

 ⑴ 第２期豊岡市子ども・子育て支援事業計画策定に係る市民アンケート（平成30年度） 

 ⑵ 第２期豊岡市子ども・子育て支援事業計画策定業務（平成30年度～平成31年度） 

 ⑶ 豊岡市就学前の教育・保育計画「スタンダード・カリキュラム」の見直し検討 

（平成30年度～平成31年度） 

 ⑷ 保育士等確保推進事業（平成30年度～平成31年度） 
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№10 事業名 霊苑整備基金の創設 
補 正 

予算額 
26,858 千円 

 

１ 現状 

  昭和45年10月供用開始した西霊苑が多くの待機者を抱えていたため、平成18年度から

新たに東霊苑整備事業に着手し、平成23年10月に第１期工事分（323区画）について供用

開始した。 

  この東霊苑整備事業にかかる起債の償還は、平成27年度に一般会計からの繰入金でも

って一括償還しており、以降は当該年度の永代使用料及び管理料収入で、維持管理でき

る見込みである。  

 

    繰越額の推移 平成27年度  6,228千円 

           平成28年度 17,383千円 

           平成29年度 26,858千円 

 

２ 事業目的、趣旨等 

  霊苑事業特別会計について、繰越金を適正に管理し、将来の市立霊苑の整備、保全等

に要する資金を確保するため、基金を創設する。 

 

３ 事業内容 

  霊苑整備基金を創設し、平成29年度繰越金から基金へ積み立てる。 

  

４ その他参考事項（市立霊苑の概要） 

 ⑴ 西霊苑 

   所在地：豊岡市高屋461番地の１ 

   総区画数：1,311区画 

 ⑵ 東霊苑 

   所在地：豊岡市市場490番地の2 

   総区画数：323区画 
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